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いけぶくろ

「すべての原発いますぐなくそう！全国会議」 ・ いけぶくろ

日時

会場

２月１７日（土）
１８：３０開会 

としま区民センター　
会議室４０３ 池袋駅東口より徒歩約７分

※資料代 500円

　能登半島地震は、230 人以上が亡くなり、 今も膨大な方々が県
内外に避難を強いられるなど、甚大な被害をもたらしています。
地方切り捨ての結果です。能登半島はこの３年間で震度１以上
が 500 回以上の地震が起こり、「要警戒」状態だったにもかかわ
らず、何の備えもされてきませんでした。
　停止中の志賀原発は使用済み核燃料プールの水があふれ、外部
電源２系統が喪失、変圧器も油漏れ。15 ヶ所のモニタリングポ
ストが測定不能になっていることも判明。なのに原子力規制委
員会は「異常なし」と発表していたのです。志賀原発や柏崎原発、
東海第二原発の再稼働など許してはなりません！
　原発避難問題などの専門家である上岡直見さん（環境経済研
究所代表）からお話をお聞きします。是非ご参加下さい。

上岡 直見さん 講演会

（開場 18:10）

上岡 直見さん　
環境経済研究所代表

【プロフィール】1953 年東京都生まれ。1977年早稲田
大学大学院修士課程修了。技術士（化学部門）。
1977年〜2000年、化学プラントの設計・安全性評価に
従事。2002年〜2022年、法政大学非常勤講師（環境政策）。
2017年〜2022年、新潟県原子力災害時の避難方法に関
する検証委員会委員を務める。

－原子力防災政策の破綻　
志賀原発・柏崎刈羽原発・東海第二原発 再稼働阻止に向けて―

能登大震災から何を学ぶか


